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衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙

答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
災
害

を
想
定
し
て
い
る
。 

二
及
び
三
に
つ
い
て 

 
 

「
避
難
所
運
営
」
及
び
「
避
難
所
に
お
け
る
「
三
密
」
」
に
関
す
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
に
お
い
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
避
難
所
運
営
等
に
係
る
必
要
な
留
意
事
項
と
し
て
、

都
道
府
県
等
に
対
し
、
「
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
（
令
和
二
年
四
月
一
日

付
け
府
政
防
第
七
百
七
十
九
号
・
消
防
災
第
六
十
二
号
・
健
感
発
〇
四
〇
一
第
一
号
内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災
担
当
）
付

参
事
官
（
避
難
生
活
担
当
）
、
消
防
庁
国
民
保
護
・
防
災
部
防
災
課
長
及
び
厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
長
連
名
通

知
）
等
を
発
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
、
適
切

な
助
言
を
行
う
等
必
要
な
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 



 

２ 

 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
検
討
」
の
状
況
及
び
「
支
援
」
に
つ
い
て
は
、
本
年
五
月
十
四
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
内
閣
府
が
避
難
所

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
報
道
が
な
さ
れ
た
市
町
村
や
近
年
災
害
を
経
験
し
た
市
町
村
の
う

ち
、
三
十
六
市
町
村
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
十
二
市
町
村
に
お
い
て
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
の
活
用
を
検
討

中
で
あ
り
、
六
市
町
村
に
お
い
て
今
後
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
と
承
知
し
て
お
り
、
引
き
続
き
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
の
活
用
に

つ
い
て
の
地
方
公
共
団
体
の
検
討
状
況
を
把
握
し
つ
つ
、
よ
り
具
体
的
な
助
言
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

 
 

ま
た
、
「
国
庫
負
担
」
に
関
す
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
が
適
用
さ

れ
る
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
等
が
支
弁
し
た
同
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る

救
助
に
要
す
る
費
用
が
、
同
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
国
庫
負
担
の
対
象
と
な
る
と
こ
ろ
、
同
法
第
四
条
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
災
害
救
助
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
二
百
二
十
五
号
）
第
三
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
都
道
府
県
知
事
等
は
救
助
の
程
度
、
方
法
及
び
期
間
と
し
て
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
の
使
用
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

な
お
、
現
時
点
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
、
各
地
方
公
共
団
体
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
へ
の
対
応
の
た
め
に



 

３ 

 

ホ
テ
ル
・
旅
館
等
を
借
り
上
げ
て
避
難
所
が
開
設
さ
れ
、
同
法
に
よ
る
国
庫
負
担
の
対
象
と
な
っ
た
事
例
は
な
い
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

「
提
供
可
能
な
施
設
」
に
関
す
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
各
省
庁
に
お
い
て
、
所
有
す
る
研
修
所
、
宿
泊
施
設
そ
の
他
施

設
の
貸
出
し
が
可
能
な
施
設
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
そ
の
よ
う
な
施
設
が
あ
る

場
合
に
は
、
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
そ
の
施
設
の
関
係
す
る
情
報
を
速
や
か
に
お
示
し
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

「
プ
ッ
シ
ュ
型
で
の
物
資
等
の
供
給
」
に
関
す
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
避
難
所

に
お
け
る
感
染
症
対
策
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
マ
ス
ク
や
消
毒
液
等
の
物
資
に
つ
い
て
、
適
切
に
確
保
、
輸
送
し
、

必
要
な
支
援
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

七
の
前
段
に
つ
い
て 

 
 

国
の
各
機
関
が
備
蓄
す
る
マ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
等
に
お
け
る
マ
ス
ク
の
備
蓄
が
減
少
し
た
こ
と
を
受
け
、

「
各
都
道
府
県
の
医
療
機
関
な
ど
に
対
す
る
各
省
庁
の
機
関
が
保
有
す
る
マ
ス
ク
の
送
付
に
つ
い
て
」
（
令
和
二
年
三
月
十



 

４ 

 

日
付
け
厚
生
労
働
省
医
政
局
経
済
課
事
務
連
絡
）
に
よ
り
、
厚
生
労
働
省
か
ら
各
省
庁
に
対
し
て
、
そ
の
備
蓄
す
る
マ
ス
ク

を
提
供
す
る
よ
う
依
頼
し
、
各
省
庁
か
ら
提
供
さ
れ
た
約
二
百
五
十
万
枚
の
マ
ス
ク
を
医
療
機
関
等
に
配
布
し
た
。
な
お
、

国
の
各
機
関
が
備
蓄
す
る
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
等
に
提
供
し
て
い
な
い
。 

 
 

ま
た
、
都
道
府
県
等
が
備
蓄
す
る
マ
ス
ク
や
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
施
設
等
に
お
い
て
、
マ
ス
ク

等
の
衛
生
用
品
の
安
定
的
な
確
保
が
困
難
な
状
況
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
「
都
道
府
県
等
に
お
け
る
マ
ス
ク
・
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
等
の
備
蓄
の
積
極
的
放
出
に
つ
い
て
（
依
頼
）
」
（
令
和
二
年
三
月
十
二
日
付
け
厚
生
労
働
省
老
健
局
総
務
課
認
知

症
施
策
推
進
室
、
老
健
局
高
齢
者
支
援
課
、
老
健
局
振
興
課
及
び
老
健
局
老
人
保
健
課
事
務
連
絡
）
及
び
「
都
道
府
県
等
に

お
け
る
マ
ス
ク
・
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
備
蓄
の
積
極
的
放
出
に
つ
い
て
（
依
頼
）
」
（
令
和
二
年
三
月
十
三
日
付
け
厚

生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
総
務
課
少
子
化
総
合
対
策
室
、
子
ど
も
家
庭
局
保
育
課
、
子
ど
も
家
庭
局
家
庭
福
祉
課
、
子
ど
も

家
庭
局
子
育
て
支
援
課
、
子
ど
も
家
庭
局
母
子
保
健
課
、
社
会
・
援
護
局
保
護
課
、
社
会
・
援
護
局
福
祉
基
盤
課
、
社
会
・

援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
企
画
課
及
び
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
事
務
連
絡
）
に
よ
り
、
都
道
府
県
等

に
対
し
て
、
そ
の
保
有
す
る
マ
ス
ク
や
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
等
を
社
会
福
祉
施
設
等
に
提
供
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
備
蓄
を
放
出
し
た
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
省
に
随
時
報
告
す
る
よ
う
求
め
て
お
り
、
当
該
放
出
し
た
数
量
に
つ
い
て
は
、



 

５ 

 

随
時
把
握
し
て
い
る
。 

七
の
後
段
に
つ
い
て 

 
 

「
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
」
に
「
物
資
が
ど
の
程
度
不
足
す
る
と
分
析
し
て
い
る
の
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て

は
、
災
害
の
種
類
や
状
況
に
よ
り
被
害
が
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

 
 

「
各
自
治
体
に
お
け
る
災
害
用
の
物
資
・
資
材
の
備
蓄
の
状
況
」
の
「
把
握
」
に
関
す
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
食
料
、

日
用
品
、
防
災
資
機
材
、
燃
料
等
の
災
害
用
物
資
・
資
材
に
つ
い
て
、
毎
年
四
月
一
日
現
在
の
各
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に

お
け
る
備
蓄
の
状
況
を
調
査
し
、
把
握
し
て
い
る
。 

 
 

「
各
自
治
体
等
に
お
け
る
物
資
・
資
材
の
備
蓄
」
の
「
基
準
」
に
関
す
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
防
災
基
本
計
画
」

（
令
和
元
年
五
月
三
十
一
日
中
央
防
災
会
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
市
町
村
は
、
指
定
避
難
所
又
は
そ
の
近
傍
で
地
域
完
結

型
の
備
蓄
施
設
を
確
保
し
、
食
料
、
飲
料
水
、
常
備
薬
、
炊
き
出
し
用
具
、
毛
布
等
避
難
生
活
に
必
要
な
物
資
等
の
備
蓄
に

努
め
る
」
こ
と
と
し
て
い
る
。 


